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中世説話作品に見られるオノマトペ
―『古今著聞集』『沙石集』を中心に―
中 里 理 子
A Research on Onomatopoeia in Medieval Narratives:
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【覚一本】 はらはら32 ざ（ツ）と20 ど（ツ）と20 つ（ツ）と19 むずと16
【延慶本】 ツト29 サメザメ21 ハラハラ17 キト13 ムズト11
【太平記】 さつと／颯と48 しずしず／閑 3々5 きつと／屹と27 はらはら18 ばつと／颰と17
畳語形式以外の語が見られることに加えて、軍記物語では複数回使用されるオノマトペが多く、「よっ
ぴいてひゃうど放つ」「むずと組んでどうど落つ」のような定型的表現も生まれている。それに対し、『古








ゑみゑみ〈笑ふ〉 がぶと〈酒がこぼれる様子〉 からから〈食ふ〉 ききと〈鳴く〉
きうきう2〈笑い声2〉 けいけい〈犬が鳴く〉 さわさわ〈掃かす〉 しめじめ〈しづまる〉
じらり〈にらむ〉 すばすば〈飲む〉 たらと〈寝入る〉 だらり〈寝る〉
ちやうちやう〈鐘を打つ〉 つるり〈鳥の毛をむしる〉 ならなら〈縛る〉注8
ぬれぬれ2〈様子2〉 のどのど〈歩む〉 ひやひや〈熟柿が当たる〉 びりびり〈蛇がひろめく〉


























ゑみゑみ（笑む） さわさわ（爽やかなり） しめじめ（しめやかなり） なへなへ（萎ふ）






















































































からから（乾［から］ぶ） しほしほ（しほる） なめなめ（滑らかなり） ぬけぬけ（抜く）
ぬれぬれ（濡る） のびのび（伸ぶ） ふくふく（膨［ふく］る） ふりふり（振る）注13










































































































































































































































〈覚える〉 ＊うめく4 をめく2 きらめく5 くるめく2 さゞめく さうめく ひしめく3 ふためく2







































































〈（堅い物がナル様子〉 ＊カヽヤク キラメク クルメク ソソメク2 ヒソメク フタメク
空々〈大千無シ〉 散々〈打ツ〉 済々〈武士〉 サウ
〵 〳
〈云フ〉 忩々2〈人間2〉 忙々〈人〉 明々4〈心地・





















位置に当たる〉 どうと〈落つ〉 ふと〈え寄り付かず〉 ほの／”＼〈明け方になる〉 ゆさ
〵 〳
と〈倉
















＊ヒラメク ／／馥々〈衣香〉 鏘々〈珮声〉 顕然〈其の躰〉
続古事談 さめ／”＼〈泣く〉 はたと〈装束く〉 ひら
〵 〳
〈宝剣が光る〉 ＊ひしめく ／／忽然〈厨子があく〉
発心集 からから〈念珠を鳴らす音〉 きと5〈立ち入り給へ・あるべき・思ひ立つ・思ひ出づ・見上ぐ〉 さと〈打
ち泣く〉 さめざめ5〈泣く5〉 ちと2〈心のはたらく・まどろむ〉 づぶと〈海に落ち入る〉 はらは
ら〈降る〉 はらはら〈布のほころび・紙ぎぬが破れる・髪が乱れ懸かる〉 ひろひろ〈蛇の動き〉 ふと
〈胸ふたがる〉 ふつと〈忘る〉 ほのぼの2〈語る・聞く〉 ほろほろ〈布小袖〉 ゆふゆふ〈髪の様子〉
ゆらゆら〈穂波が出づ〉 よよと2〈泣き立てる・泣く2〉 ＊そそく さざめく ふためく




今物語 きと2〈見返る・思ひ出づ〉 さはさは〈目が開く〉 ちと（くわうりゃうなる） つんつん〈踊る〉 は




〈感動詞〉 きと〈耳を喜ばしむる〉 さっと〈文を投げ出す〉 さめ／”＼2〈泣く2〉 さら
〵 〳
2〈あられが降る音・蕨の様子〉 しどろに1 ちと2〈侍り・詩に作る〉 ちと〈打ち消し〉 はる
〵 〳





〈風が通る〉 よヽと2〈泣く2〉 ＊うめく そよめく ひそめく
ほのめく3 をめく ／／漫々3〈海3〉 りん
〵 〳
〈秋の月〉
十訓抄 きと2〈思ふ・試み給へかし〉 さめざめ〈泣く〉 しめじめ〈懸想す〉 そよそよ〈畳を踏む〉 つぶつ
ぶ〈読み聞かす〉 ひしと〈取る〉 ふと〈入る〉 ほのぼの〈明けはなる〉 ほれぼれ〈いふかひなき様
子〉 ほろほろ〈涙をこぼす〉 ＊うめく からめく くるめく2 ざざめく すめく ひしめく ／／冷
然〈行く〉
中 里 理 子72
